
【座間市のお知らせ】 №763 市の人口●127,896人 
世　帯　数●51,971世帯 
（平成18年６月１日現在） 

7.1
広報 

●みんなの健康（3面） 
●協働まちづくり条例　骨子案（4面） 
●平成17年度下半期の財政状況（5面） 
●ざまインフォメーション（6・7面） 
●子どもによる火災を防ぎましょう（8面） 

古紙配合率100%再生 
紙を使用しています 

Trademark American Soybean Association 

大豆油インクを使用しています 

7月は「青少年の非行問題に取り組む全国強調月間」です 担当 青少年課
�046（253）8415 �046（259）2163

最近、「市職員を装って個人
情報を聞き出す不審な電話が
あった」との連絡が寄せられ
ています（下記参照）。市では、
電話でそのような調査や確認
などはしていませんので、不
審な電話には、個人情報に関わることなどを教えるこ
とのないようご注意ください。また、不審に思った場
合は担当にご連絡ください。

「こちらは市役所・市民税課ですが」などと言って
油断させ、勤務先や家族構成などプライバシーに関す
る情報を聞き出そうとします。
担当 市民税課

�046（252）8007 �046（255）3550

東原コミュニティ 
センター 
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○と　き　7月16日（日）、17日（月）午前10時～午後
５時

○ところ　東原コミュニティセンター前の公園（下図参照）
○内　容　各種団体による演芸の発表、ひまわりグッ
ズの販売、ヒマワリの歌「赤い向日葵」「ひまわり
のように」の披露、スタンプラリーほか

キャンペーン中に開花するヒマワリ 

プラドレッド 
 
ステラゴールド 

リングオブファイヤー 
 
ソニア 
ムンチキン 
ムーランルージュ 
テディベア 

赤 
 
黄 

赤 

オレンジ 
オレンジ 
チョコレート 
オレンジ 

市道14号線沿い東原 
緑地帯（東原３丁目） 
さがみ野駅周辺 
東原小学校 

相模が丘小学校 

栗原小学校 
南中学校 
東中学校周辺交差点 
相模野小学校 

種　類 色 開花場所 

▲ステラゴールド
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◆こんな手口にご注意を！
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近
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友
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標本にご満悦の山本さん

旭プール 
� 046（256）5508

中原プール 
� 046（251）6027

相模が丘プール 
� 046（256）2285

栗原プール 
� 046（254）5351

広野プール 
� 046（252）0077

入谷プール 
� 046（256）2325
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東原プール 
� 046（251）5044

学 

①プールに入るときは、必ず水泳帽子を着用してください。
②小学校未就学児や一人で利用が困難な方、夕方の部での小学生は、18歳以上の方の付き添いが必要です。
※付き添いでプールに入らない方の入場料は不要です。
※小学校未就学児や一人で利用が困難な方が25メートルプールに入る際は、付き添いの方も必ず一緒に入ってください。

③おむつが取れていない乳幼児は、プールを使用できません。
※水泳用の紙おむつ着用でも不可。

④駐車場はありません。車での来場はご遠慮ください。
⑤そのほか、プール利用の注意事項を必ず守ってください。

立野台 
座間公園 
広野 
ひばりが丘 
入谷 
中原 
東原 
鳩川 
相武台 
栗原 
相模が丘 
旭 

毎週月曜日 
（７月17日（月）を除く）、 
７月19日（水） 

毎週火曜日 

プール名 休　場　日 

○幼児（小学校未就学児） 無料
○小・中学生　各部１回100円（プール利用
証の提示で無料）

○15歳以上（中学生を除く） 各部１回210円

プール利用証の交付方法
・市内小・中学校の児童、生徒には、
各学校を通じて交付

・市内在住で市外の小・中学校に通学
している児童、生徒には市役所５階
担当窓口で交付（対象者の住所、氏
名、生年月日が分かる身分証明書を
持参）

市内12カ所にある市立プールの一般開場を次のとおり実
施します。夏の健康づくりに、お近くのプールをご利用く
ださい。
担当 スポーツ課 �046（252）8162 �046（252）4311

○午前の部　午前９時～正午
○午後の部　午後１時～４時
○夕方の部　午後４時30分～６時
※午前・午後の部には１時間に10分間の休憩があります。
※各部は入れ替え制です。

開 場 時 間

入 場 料
○期　間　７月15日（土）～８月31日（木）
○休場日

開 場 日 程

利用上の注意 利用上の注意 

国民年金制度は、20歳から60歳までのすべての方が加入する制度です。老後の老齢
基礎年金のほか、万が一のときの障害基礎年金や遺族基礎年金が受けられます。しか
し、経済的な理由などで保険料の納付が困難な場合は、申請手続きをすることで、保
険料の納付が免除される制度（下表参照）があります。

○申請要件　本人や配偶者、世帯主の前年所得が、それぞれ一定の基準額以下である
こと（社会保険事務所で審査し、結果を連絡します）

○申請方法　市役所および厚木社会保険事務所に備え付けの申請書に必要事項を記入
し、年度（７月から翌年６月）ごとに市役所１階国保年金課年金係に提出してくだ
さい（郵送可）。なお、前年度に全額免除が承認され継続を希望した方は、改めて
申請する必要はありません
※申請書の郵送を希望する場合は、担当にお問い合わせください。

○免除期間の受給資格　保険料が免除された期間も、老齢基礎年金の計算の際に受給
資格期間に含まれます。また、障害基礎年金や遺族基礎年金を受ける場合の受給資
格にも含まれます。ただし、全額免除以外の一部納付制度は、納付すべき保険料が
未納の場合は一部免除が無効となり、老齢・障害・遺族基礎年金の受給資格期間に
は含まれません。必ず保険料を納付していただく必要があります

○免除された保険料などの追加納付について　免除または猶予された保険料について
は、将来受け取る年金額が少なくならないよう10年以内に納付することができます。
この場合、承認された期間が属する年度から起算して３年度目以降に納付する場合
は、経過した年数に応じた一定の加算額が加わります

○問い合わせ先　年金ダイヤル�0570（05）1165、厚木社会保険事務所�046（223）7171
担当 国保年金課�046（252）7035 �046（252）7043

※平成18年度の保険料月額13,860円で算出 

全額免除＝保険料の全額が免除 

半額納付＝保険料の２分の１を納付（２分の１を免除） 

４分の１納付＝保険料の４分の１を納付（４分の３を免除） 
（平成18年７月から新設） 

４分の３納付＝保険料の４分の３を納付（４分の１を免除） 
（平成18年７月から新設） 

保険料の免除制度 月々の納付保険料額 

0円 

6,930円 
　 

3,470円 

 

10,400円 

ご存じですか？ 

国民年金保険料免除制度 国民年金保険料免除制度 国民年金保険料免除制度 
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆  

◆◆◆◆  

市立プール利用のお知らせ 市立プール利用のお知らせ 



▽とき＝７月12日（水）、14日（金）午後１時15分～
２時15分受け付け（時間厳守）▽ところ＝市民健康セ
ンター▽対象＝平成18年４月生まれ（対象者には個人
通知をします）

▽とき＝７月21日（金）午前９時～正午▽ところ＝市
民健康センター▽内容＝乳幼児期の運動発達面での心
配についての理学療法士による相談▽対象＝４カ月～
１歳６カ月児▽申込方法＝電話予約

▽内容＝身体測定と食事・発育状態・しつけの相談▽
持ち物＝母子健康手帳▽申込方法＝直接会場へ
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保 予 保健医療課 

予救急診療　　※電話をかける場合は番号をお確かめの上、お間違えのないように！

受付時間 
◆休日昼間 
診療科目 電話番号 診療場所 

小児科（外科系を除く） 
内　科 
歯　科 

耳鼻咽喉科 
外科・婦人科・眼科 

相模原南メディカルセンター（相模原市相模大野） 
消防テレホンサービス（左記）でご確認ください。 

休日急患センター 
（市民健康センター１階） 

午前９時～11時45分、午後２時～４時45分 

午前９時～11時45分、午後２時～４時30分 
午前９時～11時30分、午後１時30分～４時30分 
午前９時～正午、午後２時～５時（診療時間） 

�０４６（２５５）９９３３ 
�０４６（２５２）９０９０ 
�０４６（２５２）８２１７ 
�０４２（７５６）９０００ 
�０４６（２５１）０１１９ 

◆夜　間 
診療科目 電話番号 診療場所 受付時間 

受付時間 

小児科（外科系を除く） 
内　科 
外　科 消防テレホンサービス（左記）でご確認ください。 

休日急患センター 
（市民健康センター１階） 

月曜～金曜日　　：午後７時～９時45分 
土曜・日曜日、祝日：午後６時～９時45分 

午後６時～10時（診療時間） 

�０４６（２５５）９９３３ 
�０４６（２５２）９０９０ 
�０４６（２５１）０１１９ 

◆深　夜 
診療科目 電話番号 診療場所 診療時間 

小児科（外科系を除く） 

内科・外科 消防テレホンサービス（左記）でご確認ください。 

小児救急情報センター（左記）でご確認くだ 
さい。 午後10時～翌朝午前７時（重病の場合は午前８時） 

午後10時～翌朝午前８時 

�０４６（２５５）９９３３ 

�０４６（２５１）０１１９ 
※聴覚障害者専用問い合わせ先 �０４６（２５１）５２６３ 

▽とき＝７月25日（火）午後１時～２時受け付け▽と
ころ＝市民健康センター▽対象＝平成18年３月生まれ

市では、指定医療機関を定め、無料で健康診査を実
施しています。対象者には個人通知をしますので、あ
らかじめ医療機関に電話連絡の上、母子健康手帳をお
持ちになって受診してください。

◆内科▽ところ＝指定医療機関▽対象＝平成16年12月
生まれ◆歯科▽とき＝７月12日、19日いずれも水曜日
午前９時30分～10時30分受け付け▽ところ＝市民健康
センター▽対象＝平成16年11月生まれ

▽とき＝７月26日（水）午後１時～２時受け付け▽と
ころ＝市民健康センター▽内容＝歯科健診、予防処置
および育児相談など（予防処置は希望者のみで有料）
▽対象＝平成16年６月生まれ▽持ち物＝母子健康手
帳、歯ブラシ▽申込方法＝直接会場へ（事前通知はあ
りませんのでご注意ください）

▽とき＝７月11日（火）午後１時～２時受け付け▽と
ころ＝市民健康センター▽対象＝平成15年１月生まれ
▽持ち物＝母子健康手帳

▽とき＝７月28日（金）▽ところ＝北地区文化センタ
ー▽申込方法＝７月20日（木）までに電話予約

▽とき＝７月12日（水）午前９
時30分～11時、午後１時～２時
30分受け付け▽ところ＝市民健
康センター▽対象＝職場などで
受診する機会がない方（特に65
歳以上の方は年１回受診を）▽
申込方法＝直接会場へ

▽内容＝身体測定、尿検査、血
圧測定、体脂肪測定と相談▽持
ち物＝健康手帳▽申込方法＝直
接会場へ

予ＢＣＧ接種

検診 対　象 受付時間 受診料 

胃 

大腸 

1000円 

500円 

　　40歳以上 
（平成18年 
４月１日現在） 

午前８時45分～11時 

と　き ところ 受付時間 

７月14日（金） 

７月21日（金） 

午前９時30分 
　～10時30分 

東地区文化センター 

市民健康センター 

保発達相談

保育児相談

保４カ月児健康診査

保８～10カ月児健康診査

保１歳６カ月児健康診査

保２歳児歯科健康診査

保３歳６カ月児健康診査

保胃・大腸がん検診

保結核検診

保健康相談
と　き ところ 受付時間 

７月18日（火） 

７月20日（木） 

午前９時30分 
　～10時30分 

市民健康センター 

東地区文化センター 

○と　き　①８月１日（火）②
４日（金）午後１時30分～３
時30分（全２回）

○ところ　市民健康センター
○内　容　①骨密度測定（はだ
しで測定）、骨を丈夫にする
話、歯間ブラシの使い方など
歯の手入れ方法②健康運動指導士による骨を丈
夫にする講話と運動実践

○対　象　40歳以上
○定　員　30人（先着順）
○持ち物　健康手帳、筆記用具
○申込方法　７月31日（月）までに直接または電
話で担当へ

担当 保健医療課
�046（252）7225 �046（252）7043

市では、市民健康センター２階の健康相談室
（収容人数24人）、保健相談室（収容人数24人）、
ミーティングルーム（収容人数20人）、栄養指導
室（調理実習）の４部屋を土曜・日曜日、祝日に
も開放することにしました。
これは、市民の利用ニーズの高まりに応えるも

ので、利用時間は午前９時から午後５時まで、使
用料は各部屋とも４時間（１単位）まで１回400
円、申し込み受け付けおよび利用開始は７月１日
（土）から実施します。
ご希望の方は、直接、市民健康センター�046

（251）6822にお申し込みください。
担当 保健医療課

�046（252）7225 �046（252）7043

○と　き　７月９日（日）午前９時30分～11時30
分（午前９時開場）

○ところ　スカイアリーナ座間（市民体育館）中
体育室・武道室

○内　容　健康体操、フィットネスヨガの体験
○定　員　各100人（先着順）
○参加費　無料
○持ち物　室内用運動靴（健康体操のみ）、汗拭
きタオル、バスタオル（床に敷けるもの）
※動きやすい服装で

○申込方法　７月８日（土）までに直接または電
話で希望する種目を担当へ

※定員に満たない場合は、当日でも受け付けます。
担当 市民体育館

�046（255）0077 �046（255）1188

このたび、
座間子どもの
家保育園の増
改築による新
園舎が完成し
ました。これ
は、子育て支
援の大きな課
題となってい
る保育所の待
機児童対策と
して進められたもので、同保育園は、７月から定
員100人として新たにスタートしました。
また、市の東部地域（東原・ひばりが丘・旭小

学校区）の児童ホームの待機児童解消を図るため、
サン・ホープ１階部分に新たに12番目の児童ホー
ムを開設しました。これにより、この地域の待機
児童問題は解消しました。
担当 子育て支援課

�046（252）7202 �046（252）7043

市では、今ある緑を守り、さらに緑を増やすこ
とを目的に策定した「緑の基本計画」に基づき、
公園や公共施設などの緑化を進めています。この
たび、相武台東小学校、座間小学校、ひばりが丘
小学校、栗原小学校、西中学校、座間中学校の６
校でヤマブキ、カンツバキ、アオキなどの苗が児
童、生徒によって合計74本植樹されました。
「子どもたちの心が豊かに成長していくように」
との願いを込めて植えられた苗木も地に大きく根
を張り、あふれる緑で心に安らぎと潤いを与えて
くれることでしょう。
担当 教育指導課

�046（252）8732 �046（252）4311

骨粗しょう症改善教室  骨粗しょう症改善教室  骨粗しょう症改善教室  

市民健康センターの 
　利用を拡大 
市民健康センターの 
　利用を拡大 

平成18年度 
スポーツ 

フェスティバル 

平成18年度 
スポーツ 

フェスティバル 

座間子どもの家保育園新園舎
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座間市協働まちづくり条例骨子案は、市民の皆さんの意見

や提案を市政に反映させることにより、「協働によるまちづ

くり」を進めようとするものです。ここでは、「座間市市民

参加まちづくり条例策定懇話会」がまとめた同骨子案の概要

をお知らせするほか、市民の皆さんからの意見を募集します。

担当 協働まちづくり課

�046（252）8237 �046（255）3550

座間市協働まちづくり条例骨子案は、市政運営における市民参
加のルールや仕組みを定めるとともに、市民と市の責務を明らか
にすることによって、協働による住みよいまちづくりを進めよう
とするものです。
これまでも市では、多くの活動を通じて市民の皆さんとまちづ

くりを進め、さまざまな施策について皆さんからの意見を市政に
反映させるよう努めてきました。しかし、その基本となる市民参
加の手続きを規定したものがありませんでした。
そこで、市民が市政に参加するルールや仕組みを市長に提言す

るため、昨年10月、公募委員を含む市民14人で構成する「座間市
市民参加まちづくり条例策定懇話会」が発足しました。同懇話会
では、これまで９回にわたる会議を開催して検討を重ね、その結
果、右記のとおり同骨子案がまとまりました。
※懇話会の会議経過は市ホームページをご覧ください。

骨子案をご覧になって、皆さんはどのような感想や意見を持っ
たでしょうか。同懇話会では、市民の皆さんの意見を次のとおり
募集します。さらなる市民参加の推進のために、できるだけ多く
の意見をお聞かせください。
※個々の意見に対する個別の回答はしませんが、提出された意見
の概要や意見に対する考え方については、市のホームページなど
で公表します。
○対　象　市内在住・在勤・在学者
○必要事項　ご意見のほか、必ず次のことも記入してください。
（１）件名（協働まちづくり条例について）
（２）住所・氏名（市内在勤者は、事業所名・所在地を併記）

○提出方法　７月31日（月）までに電子メールまたはファクス、
郵送（当日消印有効）で下記応募先へ

骨子案に対するご意見はこちらへ！
【電子メール】 pabukome＠city.zama.kanagawa.jp
【ファクス】 �046（255）3550
【郵　　送】 〒228-8566 座間市役所協働まちづくり課
※電話では受け付けできません。

座間市協働まちづくり条例骨子案

協働まちづくり条例骨子案とは

ご意見をお寄せください！

当初、骨子案は、市民参加手続きを規定したものであることから、名称を「市民参加まち
づくり条例骨子案」として進めていました。しかし、懇話会で議論した結果、この骨子案の
目指すものが市民と市の協働によるまちづくりであることから、「協働まちづくり条例骨子
案」とすることにしました。
【前　文】
前文には、郷土座間に対する思いと市民参加の基本的な考え方を掲げます。
【目　的】 この条例が目指すものとその達成手段を定めています。
この条例は、市政運営における市民参加の基本的な事項を定めるとともに、市民と市の責

務を明らかにすることにより、協働による住みよいまちづくりの実現を目指すことを目的と
します。
【定　義】 この条例に使われている用語の意味を定めています。
○市民等とは

市内に在住、在勤、在学する個人および市内に事務所または事業所を有する法人その他
の団体をいいます。
○市の執行機関とは

市長、教育委員会、選挙管理委員会、監査委員、農業委員会および固定資産評価審査委
員会をいいます。
○市民参加とは

市民の皆さんが市政に関して、意見を提出し、または政策などの提案を行うことにより、
協働による住みよいまちづくりに参加することをいいます。
○協働とは

市民と市がお互いの役割を認識し、尊重し合い、協力することをいいます。
【市民の責務】 この条例の目的を達成するための市民の責務を定めています。
○自らがまちづくりの主役であることを自覚すること
○市の行政に対する関心を高めること
○積極的に住みよいまちづくりに参加すること
○市全体のことを考え、自らの発言と行動に責任を持つこと
【市の責務】 この条例の目的を達成するための市の責務を定めています。
○市政に関する情報を積極的に公開すること（非公開情報は除く）
○説明責任を果たすこと
○市民参加の機会を充実させること
【市民参加の対象】 市民の皆さんから意見や提案をいただく対象事項を定めています。
○市の総合計画や市の基本的な計画を策定、変更する場合
○市政に関する基本的な制度を定める条例を制定、改廃する場合
○義務を課し、または権利を制限する条例を制定、改廃する場合
○市の全ての区域を対象とし、かつ、広く市民に適用される制度のうち、市が市民生活に重
大な影響を及ぼすと認めるものを制定、改廃する場合

※その他、市が市民参加を行うことが必要と認めるものは対象とします。緊急を要するもの
や市税の賦課徴収その他金銭の徴収に関するものなどは、対象としないことができるとしま
した。なお、対象としない場合は、その理由を明示して公表するものとします。
【市民参加の方法】 市民参加を行う方法と実施の基準を定めています。
市民参加は、次に掲げる方法から一つ以上の方法を用いて適切な時期に適切な方法で行い

ます。
○意見公募手続（パブリック・コメント）

市が対象事項についての案などを示した上で、30日以上の期間を定めて市民の皆さんか
ら意見の提出を求め、その意見に対する市の考え方などを公表する一連の手続きをいいます。
○公聴会

対象事項などに対して広く市民の意見を聴くために、市が対象事項の案などを示して公
述人を選定し、その者から意見を聴く一連の手続きをいいます。
○市民説明会

対象事項などについて市民の意見を収集する必要がある場合に、市がその課題などにつ
いて市民に説明し、自由な意見交換を行う目的で実施する集まりをいいます（ワークショ
ップも解釈上、これに含む）。
○審議会等

法律、条例などに基づいて設置される審議会、協議会、委員会などに市が諮問などを行
い、意見を求める一連の手続きをいい、委員の選任に当たって配慮する事項や会議の公開
について規定していきます。
○市民政策提案

市民が具体的な政策等を提案し、市がその提案に対する考え方を公表する一連の手続を
いいます。提案には、20歳以上の者10人以上の連署を持って自発的に行うものと、市から
の提案に対して行なうものがあります。
○その他、市が適当と認める方法
※意見の提出方法や提出期間、結果の公表などの詳細手続などについても定めていきます。
【市民参加の推進体制】 条例に基づいて市民参加を推進するための方法を定めています。
この条例に基づいて市民参加を推進するため、市民や地域活動を行う方々で構成される

「市民参加推進会議」を設置し、この条例の運用状況や条例の見直しについて検討していき
ます。
【その他】
市は、対象事項などに関して協働によるまちづくりを進める上で、市民の責務を果たすた

めに必要とされる技術的助言などの支援に努めます。

市民の皆さんの市政への参加を推進するために 

「座間市協働まちづくり条例骨子案」にご意見を 「座間市協働まちづくり条例骨子案」にご意見を 「座間市協働まちづくり条例骨子案」にご意見を 
●●●●●  ● ● ● ● ●  

６月19日、座間市連絡協議
会会長（星野市長）と同協議
会副会長（木村市議会議長お
よび大友市自治会連絡協議会
会長）は、外務省、防衛庁を
訪れ「現在進められているキ
ャンプ座間のゲート工事が、
米陸軍新司令部などに関連す
るものであれば、なし崩し的
に移転の既成事実化を図るものであり、地元と誠心誠意協議
をすると約束されている国の姿勢に相反するものである。国
は、本協議会が求めている基地の恒久化解消策を第一義とす
るよう強く要請する」との要請文を手渡しました。
ゲート工事について、対応した外務省北米局長および防衛

庁防衛局長は「司令部の移転とは関係なく、警備体制の強化
と聞いている」と回答しました。
担当 キャンプ座間米陸軍第一軍団司令部等移転に伴う

基地強化に反対する座間市連絡協議会（渉外課内）
�046（252）8307 �046（252）0220

～北米局長と防衛局長に要請 
米軍再編第一義に継続協議を！ 米軍再編第一義に継続協議を！ 
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一
般
会
計
は
、
地
方
公
共
団

体
の
行
政
運
営
の
た
め
の
基
本

的
な
経
費
を
計
上
し
た
会
計
で

す
。
そ
の
予
算
額
は
、
平
成
十

七
年
九
月
末
現
在
の
三
百
三
億

六
千
五
万
円
に
、
六
回
の
補
正

額
十
二
億
九
千
八
百
六
十
三
万

五
千
円
を
加
え
、
総
額
三
百
十

六
億
五
千
八
百
六
十
八
万
五
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

【
歳
入
】
三
月
末
ま
で
に
三
百

八
億
八
千
百
三
十
九
万
五
千
十

八
円
が
収
入
済
み
で
、
収
入
率

は
九
七
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
し

た
。収
入
済
額
の
多
い
も
の
は
、

市
税
、
国
庫
支
出
金
、
市
債
と

な
っ
て
い
ま
す
。

【
歳
出
】
三
月
末
ま
で
に
二
百

八
十
九
億
五
千
六
十
一
万
四
千

四
百
八
十
七
円
を
支
出
し
、
執

行
率
は
九
一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト

で
し
た
。
支
出
済
額
の
多
い
も

の
は
、
民
生
費
、
総
務
費
、
公

債
費
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業

を
実
施
す
る
た
め
に
、
特
定
の

収
入
と
支
出
を
一
般
会
計
と
区

分
し
て
経
理
す
る
会
計
で
す
。

本
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
事

業
、
老
人
保
健
、
公
共
下
水
道

事
業
、
介
護
保
険
事
業
の
四
つ

の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

企
業
会
計
は
、
一
般
的
に
は

株
式
会
社
な
ど
の
民
間
企
業
に

お
け
る
会
計
の
総
称
で
す
が
、

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
上
で

は
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
を

受
け
る
公
営
企
業
の
会
計
を
指

し
ま
す
。
本
市
で
は
、
水
道
事

業
が
企
業
会
計
に
当
た
り
ま

す
。

市
で
は
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く
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表
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て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
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十

七
年
度
下
半
期
（
平
成
十
七
年
十
月
一
日
〜
平
成
十
八
年
三
月
三

十
一
日
）
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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歳入予算の推移 （単位：千円）
　 款 　  
市 税  
地 方 譲 与 税  
利 子 割交付金  
配 当 割交付金  
株式等譲渡所得割交付金 
地方消費税交付金 
自動車取得税交付金 
 
地方特例交付金 
地 方 交 付 税  
交通安全対策特別交付金 
分担金及び負担金 
使用料及び手数料 
国 庫 支 出 金  
県 支 出 金  
財 産 収 入  
寄 附 金  
繰 入 金  
繰 越 金  
諸 収 入  
市 債  
合 計  

国有提供施設等所在  
市町村助成交付金等  

９月末予算額 ３月末予算額 補正額 
16,622,130 
740,311 
88,800 
38,000 
23,000 

1,001,000 
323,000 
197,535 
722,000 

1,003,451 
25,366 
358,756 
364,963 

3,171,144 
1,238,290 

9,406 
4,597 

1,118,452 
630,000 
515,539 

2,164,310 
30,360,050

0 
△ 382 

△ 15,827 
12,536 
50,709 

△ 18,950 
8,494 
19,229 

△ 34,442 
30,773 

0 
0 

△ 4,645 
△ 34,949 

45,940 
42,015 
1,089 

603,346 
668,837 
△ 7,338 
△ 67,800 
1,298,635

16,622,130 
739,929 
72,973 
50,536 
73,709 
982,050 
331,494 
216,764 
687,558 

1,034,224 
25,366 
358,756 
360,318 

3,136,195 
1,284,230 
51,421 
5,686 

1,721,798 
1,298,837 
508,201 

2,096,510 
31,658,685

歳出予算の推移 （単位：千円）
　 款 　  
議 会 費  
総 務 費  
民 生 費  
衛 生 費  
労 働 費  
農 林 水産業費  
商 工 費  
土 木 費  
消 防 費  
教 育 費  
公 債 費  
諸 支 出 金  
予 備 費  
合 計  

［用語解説］ 
歳　入 
市 税  
市 債  
国庫支出金 
地方交付税 
繰 入 金  
県支出金 
地方消費税交付金 
そ の 他  

市民税や固定資産税などの市に納められた税金 
公共施設の整備などをするときに借りる市の借金 
国から交付される補助金や負担金など 
国税として納められた後、地方公共団体の財政需要により配分される税金 
積み立てられた資金などから引き出したお金 
県から交付される補助金や負担金など 
 
前年度から繰り越したお金、国や県から交付される交付金や使用料、手数料など 

歳　出 
公 債 費  
民 生 費  
総 務 費  
衛 生 費  
教 育 費  
土 木 費  
消 防 費  
そ の 他  

市の借金の元金と利子を支払うための経費 
高齢者や障害者への生活支援、保育所の運営など福祉のための経費 
住民登録、選挙、交通安全対策、環境対策などの経費 
ごみ処理や市民の健康の維持、増進などに必要な事業のための経費 
小・中学校での教育、生涯学習などの経費 
道路、河川、公園などの整備のための経費 
消防、救急活動、防災など市民の安全を守るための経費 
市議会の運営、農業や商・工業の振興などの経費 

９月末予算額 ３月末予算額 補正額 
294,922 

4,466,008 
9,720,899 
3,443,663 
147,266 
118,701 
137,618 

3,298,800 
1,575,929 
3,187,486 
3,926,452 
10,498 
31,808 

30,360,050

722 
930,061 
293,310 
△ 897 
△ 6,586 
△ 15,932 
△ 13,025 

593 
11,642 

△ 33,171 
△ 14,916 
△ 5,371 
152,205 

1,298,635

295,644 
5,396,069 
10,014,209 
3,442,766 
140,680 
102,769 
124,593 

3,299,393 
1,587,571 
3,154,315 
3,911,536 

5,127 
184,013 

31,658,685

県に納められた地方消費税の２分の１に相当する額を、市町村の 
人口および従業員数で案分して、各市町村に交付されるお金 

一
　
般
　
会
　
計

特
別
会
計
お
よ
び

企
業
会
計

区　分 平成１８年３月末現在 平成１７年３月末現在 増減額等 増減率（%） 

土 地  

建 物  

基 金  

有 価 証 券 等  

898,294㎡ 

252,507㎡ 

16億6,886万円 

2億5,341万円 

867,219㎡ 

253,040㎡ 

20億5,799万円 

2億5,377万円 

31,075㎡ 

△ 533㎡ 

△ 3億8,913万円 

△ 36万円 

3.6 

△ 0.2 

△ 18.9 

△ 0.1

市の財産 

区　分 平成１８年３月末現在 平成１７年３月末現在 増減額等 増減率（%） 

市 債  

土地開発公社の借入金 

合 計  

297億9,343万円 

11億4,343万円 

309億3,686万円 

307億8,231万円 

10億4,951万円 

318億3,182万円 

△ 9億8,888万円 

9,392万円 

△ 8億9,496万円 

△ 3.2 

8.9 

△ 2.8

市の負債 

※市債には、減税補てん債48億418万円（借換分25億935万円を含む）、臨時税収補てん債
4億8，246万円および臨時財政対策債67億8，590万円が含まれています。 

区　　　分 支出済額 
千円 

収入率 
％ 

収入済額 
千円 

予　算　額 
千円 

執行率 
％ 

国民健康保険事業特別会計 
老 人 保 健 特 別 会 計  
公共下水道事業特別会計 
介護保険事業特別会計 

10,905,479 
5,972,207 
3,959,134 
3,728,078

10,323,946 
5,189,029 
2,726,640 
3,465,543

9,992,489 
5,107,850 
3,212,837 
3,269,153

91.6 
85.5 
81.1 
87.7

94.7 
86.9 
68.9 
93.0

特別会計の歳入・歳出の状況 （平成１８年３月３１日現在） 

区　　　分 支出済額 
千円 

収入率 
％ 

収入済額 
千円 

予　算　額 
千円 

執行率 
％ 

収益的収入 
収益的支出 
資本的収入 
資本的支出 

2,015,706 
1,940,302 
71,775 
998,560

2,011,941 
――― 

73,899 
――― 

――― 
1,885,186 

――― 
936,474

―― 
97.2 
―― 
93.8

99.8 
―― 

103.0 
―― 

企業会計の収入・支出の状況 （平成１８年３月３１日現在） 

水道事業会計 

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

市 税  

市 債  

国庫支出金 

地方交付税 

繰 入 金  

県支出金 

 

そ の 他  

0 20 40 60 80 100 120

地方消費税 
交 付 金  

166億2,213万円 
164億4,114万9千円（98.9％） 

20億9,651万円 
20億8,551万円（99.5％） 

31億3,619万5千円 
29億4,862万7千円（94.0％） 

10億3,422万4千円 
10億3,422万4千円（100％） 

17億2,179万8千円 
17億1,223万1千円（99.4％） 

12億8,423万円 
9億3,127万8千円（72.5％） 

9億8,205万円 
9億8,205万円（100％） 

47億8,154万8千円 
47億4,632万6千円（99.3％） 

歳入の状況 （平成18年３月31日現在） 

39億1,153万6千円 
39億0,644万3千円（99.9％） 

100億1,420万9千円 
94億8,344万5千円（94.7％） 

53億9,606万9千円 
45億5,615万3千円（84.4％） 

34億4,276万6千円 
32億2,926万5千円（93.8％） 

31億5,431万5千円 
29億4,806万2千円（93.5％） 

32億9,939万3千円 
26億9,566万6千円（81.7％） 

15億8,757万1千円 
15億1,043万1千円（95.1％） 

8億5,282万6千円 
6億2,114万9千円（72.8％） 

歳出の状況 （平成18年３月31日現在） 

公 債 費  

民 生 費  

総 務 費  

衛 生 費  

教 育 費  

土 木 費  

消 防 費  

そ の 他  

予算額 

支出済額（執行率） 

予算額 

収入済額（収入率） 

市 の 財 産 と 負 債 特 別 会 計 お よ び 企 業 会 計

一 般 会 計

平成17年度 
下半期の財政状況 
平成17年度 

下半期の財政状況 
平成17年度 

下半期の財政状況 
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7
日 月 火 水 木 金 土 
　　 　 　 　 　 　 1 
 2 3 4 5 6 7 8 
 9 10 11 12 13 14 15 
 16 17 18 19 20 21 22 
 23 24 25 26 27 28 29 
 30 31

8
日 月 火 水 木 金 土 
　　 　 1 2 3 4 5 
 6 7 8 9 10 11 12 
 13 14 15 16 17 18 19 
 20 21 22 23 24 25 26 
 27 28 29 30 31

市内の催しや行政情報などは、『ホームページ』http://www.city.zama.kanagawa.jp/ でも案内しています。 

お 役 立 ち 情 報 満 載 ！ 
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○募集人数　２人程度
○応募資格　20歳以上の市内在住・
在勤者

○業務内容　広報紙作成のための取
材活動や写真撮影、原稿作成など

○委嘱期間　８月～平成19年３月31
日

○謝　礼　年額１万円
○選考方法　書類・面接審査
○応募方法　必要事項を記入した市
販の履歴書（写真添付）および
「わたしの好きな座間」をテーマ
にした写真１枚（組写真は３枚ま
で。カラープリントでＬサイズ）、
説明文（200～300字程度）を、７
月14日（金）までに本人が市役所
３階情報推進課に持参

担当 情報推進課
�046（252）8321 �046（255）3550

「社会を明るくする運動」は、犯
罪や非行を防止することと、犯罪者
の更生に理解を深めることによっ
て、犯罪や非行のない明るい社会を
築くことが目的です。
今年の重点目標は「犯罪・非行の

防止と更生の援助のため、地域住民
の理解と参加を求める」です。特に、
少年非行を地域社会全体の問題とし
てとらえ、家庭、学校、関係機関が
協力して、７月14日（金）に市内４
カ所で街頭啓発運動を展開するな
ど、積極的にこの問題に取り組みます。
担当 福祉支援課
�046（252）7122 �046（256）3600

○応募資格　市内在住・在勤世帯
で、世帯の月の所得額が次に該当
する世帯▽一般世帯＝20万円以下
▽障害者世帯など＝26万8,000円
以下

○応募方法　申込書に必要事項を記
入し、７月３日（月）から14日（金）
までに本人または同居の家族が直
接担当へ

※申込書と募集のしおりは、市役所
４階建築・住宅課および市役所１階
市民情報コーナー、各出張所で７月
３日（月）から配布します。
担当 建築・住宅課
�046（252）7032 �046（255）3550

昭和56年５月31日以前に建築され
た木造住宅を対象に、無料耐震相談
を次のとおり実施します。
○と　き　７月29日（土）午前９時
30分～午後３時30分

○ところ　サニープレイス座間（総
合福祉センター）

○相談員　神奈川県建築士事務所協
会座間支部会員

○定　員　14人（先着順・予約制）

○相談時間45分
○持ち物　確認申請などの図面（略
図可）、建物状況が分かる写真など

○申込方法　７月３日（月）から18
日（火）までに電話で担当へ

※次回の相談は、９月30日（土）に市
公民館での開催を予定しています。
※市では建物の耐震診断について、
電話や訪問などによる個別の勧誘は
していません。
担当 建築・住宅課
�046（252）7396 �046（255）3550

涼しくて格好の良い軽装で、夏の
オフィスの冷房温度を控えれば、二
酸化炭素の排出量が削減でき、地球
温暖化を防ぐことにつながります。
皆さんのご協力をお願いします。
担当 環境対策課
�046（252）8214 �046（257）7743

○と　き　７月11日（火）午前９時
30分～

○ところ　市役所５階教育委員会室
※傍聴や議題について詳しくは、担
当にご確認ください。
担当 教育管理課
�046（252）8347 �046（252）4311

９月６日（水）から10日（日）まで、
ハーモニーホール座間（市民文化会
館）ギャラリーにおいて、幅240・
奥行き120・高さ200センチメートル
の空間を自由に使って展示する芸術
作品を次のとおり募集します。
○募集人数　18人（先着順）
○応募資格　市内在住・在勤・在学
者

○募集作品　平面、立体、工芸、書
道、写真

○申込方法　７月３日（月）から31
日（月）までに電話で担当へ

※作品の搬入、搬出は作者本人にし
ていただきます。また、作品の展示
場所は開催者が決定します。
担当 生涯学習推進課
�046（252）8476 �046（252）4311

青少年センターにおいて開催する
夏祭り「ひまわりらんど」の手伝い
をしてくださるスタッフ（ボランテ
ィア）を次のとおり募集します。
○応募資格　市内在住・在勤・在学
の中学生から30歳までの方
※８月19日（土）午後１時～５時また
は20日（日）午前８時30分～午後４時
のいずれかに参加可能であること。

○申込方法　７月31日（月）までに
直接・電話・ファクスで担当へ

担当 青少年センター
�046（253）8411 �046（259）2163

▼ひばりが丘南児童館＝８日・22日
午後２時30分～３時30分▼小松原１
丁目児童遊園地＝６日・20日午前10
時30分～11時30分▼入谷小学校＝６

日午後２時50分～３時45分▼東原小
学校＝14日午後３時～３時45分▼Ｎ
ＴＴ栗原社宅＝12日・26日午前10時
30分～11時30分▼栗原小学校＝７日
午後２時45分～３時45分▼東原共同
住宅＝13日・27日午前10時30分～11
時30分▼相模が丘４丁目多目的広
場＝14日・28日午前10時30分～11時
30分▼相模野小学校＝５日午後２時
５分～３時45分▼中原小学校＝12日
午後２時55分～３時45分
※雨天の場合は巡回を中止します。
また、学校への巡回は時間が変更に
なる場合があります。
担当 図書館
�046（255）1211 �046（252）5704

夏休みの宿題に、市役所などの環
境に対する取り組みを見学して、環
境のことを一緒に考えてみません
か。
○と　き　７月25日（火）午前９時
～午後５時

○ところ　市役所および環境に配慮
している事業所（施設見学）

○対　象　小学５年～中学３年生
○定　員　20人（先着順）
○参加費　100円（傷害保険料）
○持ち物　筆記用具、弁当、飲み物
○申込方法　７月20日（木）までに
電話・ファクスで担当へ

担当 環境対策課
�046（252）8214 �046（257）7743

障害者の運動不足の解消や交流を
深める機会です。
○と　き　７月19日（水）午後１時
～３時

○ところ　スカイアリーナ座間（市
民体育館）

○申込方法　直接・電話・ファクス
で担当へ

※傷害保険に加入していますが、免
責事項や保険の支払額を超える場合
は、自己負担になります。また、送
迎や身体介護はしません。

担当 障害福祉課
�046（252）7132 �046（252）7043

○と　き　８月６日（日）午前９時
受け付け（雨天決行）

○ところ　立野台プール
○種　目

※一人２種目まで（リレーを除く）
○対　象　市内在住・在勤・在学
者、市内スポーツクラブ会員

○参加費　小・中学生300円、高校
生・一般500円（いずれも保険料
を含む）

○申込方法　７月25日（火）までに、
電話で�046（293）7351（福

ふく

寿
じゅ

谷
や

）へ
担当 スポーツ課
�046（252）8177 �046（252）4311

○と　き　▽事前研修＝７月26日
（水）午後２時～４時30分▽体験学
習＝７月27日（木）から８月28日
（月）までの間で２～３日間▽ま
とめ＝８月29日（火）午後２時～
４時30分

○ところ　市内各所
※事前研修、まとめはサニープレ
イス座間（総合福祉センター）

○内　容　高齢者・障害者・保育施
設でボランティアを体験する

○対　象　市内在住・在学の中学・
高校生

○定　員　80人（先着順）
○申込方法　サニープレイス座間、
市公民館、北・東地区文化センタ
ー、市内中・高等学校、各コミュ

ニティセンターに備え付けの申込
書に必要事項を記入し、７月10日
（月）、11日（火）午後３時から６
時までに本人が直接担当へ

担当 市社協ボランティアセンター
�046（266）2002 �046（266）2009

◆感想文の書き方講座～どう育て
る？子どもの読み書きのチカラ

○と　き　①７月11日（火）午前10時
～正午②16日（日）または23日（日）
の午前または午後（全２回）

○内　容　①保護者のための感想文
学習会②親子で語り、感想文を書
く

○対　象　小学生以上と保護者
○定　員　32組（先着順）
○申込方法　７月８日（土）までに
直接・電話・ファクスで担当へ

◆第３回北文おもちゃ病院
○と　き　７月８日（土）午前10時
～正午（11時30分まで受け付け）

○内　容　壊れたおもちゃを修理す
る
※修理できない物もあります。

○対　象　小学生以下と保護者
○定　員　20組（先着順）
○費　用　無料
※部品代などが掛かる場合があり
ます。

○申込方法　当日直接同センターへ
◆ほんとうに初めてのパソコン講座
○と　き　①８月４日②11日③18日
いずれも金曜日①午前９時30分～
午後４時30分②③午前９時30分～
午後０時30分（全３回）

○内　容　文字入力を学びインター
ネットやメールなどを体験する

○対　象　市内在住・在勤のパソコ
ン初心者で全日程参加できる方

○定　員　16人（多数抽選）
○参加費　1,200円（テキスト代）
○申込方法　７月６日（木）までに
直接・電話・ファクスで同センタ
ーへ

◆ひがし映画会
○と　き　７月15日（土）午前10時
30分～11時30分

○上映作品　「こぎつねコンとこだ
ぬきポン」「ジャングル大帝」ほか

○入　場　自由（幼児は保護者同伴）
◆わくわく科学教室
○と　き　７月22日（土）午後１時
～４時

○内　容　小学１年～３年生「電気
を通す物、通さない物」、小学４
年～６年生「電池と回路」

○定　員　各25人（先着順）
○参加費　200円
○申込方法　直接・電話・ファクス
で同センターへ

◆夏休み親子乗馬教室
～親子で乗馬にチャレンジ！
○と　き　８月１日（火）～３日
（木）午後３時～６時（全３回。
雨天決行）

○ところ　座間近代乗馬クラブ
○内　容　馬の扱い方を学び、騎乗
しての常歩・軽速歩、馬の手入れ

などを体験する
○対　象　全日程参加できる市内在
住の小学３年から中学生までの児
童・生徒と保護者（子どもだけの
参加可）

○定　員　24人（多数抽選）
○参加費　一人4,200円（騎乗代、
ヘルメットレンタル代など）

○持ち物　タオル、飲み物、軍手（服
装は長ズボン、長靴などの動きや
すいもの）、雨具、馬のえさ（ニン
ジン、ダイコン・リンゴなど）

○申込方法　往復はがき１枚に保護
者を含む参加者三人（子どもだけ
の場合は二人）までの氏名、ふり
がな、性別、年齢、学年、住所、
電話番号を記入し、「乗馬教室」
参加希望と明記して、７月14日
（金）まで（消印有効）に同センタ
ーへ

◆ダンス・ダンス・ダンス
○と　き　８月２日（水）、３日（木）、
９日（水）、10日（木）、18日（金）、
20日（日）午前10時～正午（全６回）

○内　容　ダンスを基礎から学び創
作、発表する

○対　象　市内在住の小学生
○定　員　30人（多数抽選）
○参加費　無料
○持ち物　運動しやすい服・靴、タ
オル、飲み物

○申込方法　往復はがき１枚に参加
者一人の氏名、学年、住所、電話
番号を記入し、「ダンス」参加希
望と明記して、７月15日（土）ま
で（消印有効）に同センターへ

◆夏休み自由研究応援講座
～図書館で調べ学習に挑戦！
○と　き　①７月22日（土）午前９
時30分～正午②29日（土）午前９
時30分～午後２時30分③30日（日）
午前９時30分～正午

○内　容　調べ学習を体験し、夏休
みの宿題を作る

○対　象　①小学１年～３年生と保
護者②③小学４年～高校生

○定　員　①10組②③各25人
○申込方法　直接・電話・ファクス
で同館へ

◇譲ります
子ども用スキーウェア・スキー靴、
電気ヒーター、こたつ、電子オルガ
ン、子ども服（110～120センチメー
トル）、ベビーベッド、自転車
◇希望します
炊飯器、ソファ、ひろのだいこども
の家幼稚園制服、カーナビゲーショ
ン、電子ピアノ、テレビ、ＤＶＤレ
コーダー、ノートパソコン、チャイ
ルドシート

○おはなしサークルひろば
夏のおはなし会
▽とき＝７月15日（土）午前10時30
分～11時15分▽ところ＝図書館こど
もおはなし室▽内容＝絵本の読み聞
かせ、人形劇など▽参加方法＝当日
直接会場へ▽問い合わせ先＝�046
（257）6410（長江）

○横浜弁護士会人権賞
人権擁護活動をしている方や団体

に対して、表彰状、トロフィー、賞
金を贈呈しています。自薦、他薦を
問いませんのでご応募ください。▽
対象＝県内で次の活動をしている方
や団体①人権侵害に対する救済活動
②人権思想の普及や確立のための活
動③その他の人権擁護活動▽応募方
法＝８月31日（木）までに、所定の
用紙に必要事項を記入し、関係資料
と一緒に〒231-0021横浜市中区日本
大通９横浜弁護士会人権賞係あて郵
送▽用紙請求・問い合わせ先＝同会
�045（211）7711（遠藤）
○北里大学病院　膝

ひざ

教室
▽とき＝７月14日（金）午後４時～
５時30分▽ところ＝あじさい会館
（相模原市）▽内容＝膝に痛みがあ
る方を対象に、予防法と対策を講演
する▽参加費＝無料▽参加方法＝当
日直接会場へ▽問い合わせ先＝同病
院リハビリテーションセンター部�
042（778）9872（遠

お

原
ばら

）▽問い合わせ
時間＝午前９時～午後１時
○美

み

美
み

コンサート
～声楽家が歌う流行歌
▽とき＝７月９日（日）午後２時～
４時▽ところ＝ハーモニーホール座
間小ホール▽曲目＝涙

なだ

そうそう、愛
燦
さん

燦
さん

、はじめから今まで（「冬のソ
ナタ」より）など▽入場料＝一般
3000円、小学～高校生1500円▽問い
合わせ先＝�046（254）0364（横山）
○親子・女性水泳教室
▽とき＝８月２日（水）～４日（金）
午前10時～11時30分▽ところ＝栗原
プール▽対象＝市内在住の小学生以
上の親子と成人女性▽定員＝20人程
度▽参加費用＝一人300円（保険料）

区　分 と　　　き と　こ　ろ 

高年齢者職業 

駐留軍離職者 

青　少　年 

教　　　　育 

結　　　　婚 

法　　　　律 

交　通　事　故 
不　動　産  
（取引・契約） 

市　　　　民 

行　　　　政 
（国に対する要望） 

消　費　生　活 

行　政　書　士 
（相続・遺言） 

母　子　生　活 

児　童　相　談 

担当　広聴相談課 �０４６（２５２）８２１８ 

�０４６（２５２）８４９０ 
（電話相談も可） 

毎週月曜～金曜日　午前９時～午後４時30分 

毎月第４木曜日　午後１時30分～４時30分 

毎月第３火曜日　午後１時30分～４時30分 

毎月第２・第３木曜日　午後１時30分～４ 
時30分（予約制（電話可）。３日午前８時 
30分から今月分を受け付け） 

毎月第２・第３・第４火曜日　午後６時30分 
～９時　第２・第３水曜日　午後１時30分～ 
４時30分（予約制（電話可）。３日午前８時 
30分から今月分を受け付け） 

毎週月曜～金曜日　午前９時30分～正午と午後１ 
時～３時30分 

27日 

毎月第３木曜日　午前９時～正午 

毎月第３木曜日　午前９時～午後３時 

毎月第３木曜日　午前10時～午後３時 

毎週月曜～金曜日　午前10時～午後４時 

毎週月曜・水曜・金曜日　午前９時～午後５時 

毎週月曜～金曜日　午前９時～午後４時 

毎週月曜～金曜日　午前９時30分～11時30分と午 
後１時～３時30分、土曜・日曜、祝日　午前10時 
～午後３時 
毎週月曜～金曜日　午前９時～午後４時 

20日 

毎月第１～第４土曜日 
午前９時～午後３時 

人　　　　権 
ドメスティック 
バイオレンス 

毎月第２火曜日　午前９時～正午 11日 

18日 

13・ 
20日 

11・ 
12・ 
18・ 
19・ 
25日 

１・ 
８・ 
15・ 
22日 

20日 

20日 市役所４階第１会議室 

ふれあい会館２階 

市役所１階子育て支援課内 

青少年センター１階 
青少年相談室 

市役所５階教育研究所 

サニープレイス座間 

市役所３階相談室 

担当　市社会福祉協議会 �０４６（２６６）１２９４ 

担当　市民人権課 �０４６（２５２）８０８７ 

担当　教育研究所 �０４６（２５９）２１６４ 

担当　青少年相談室 �０４６（２５６）０９０７ 

担当　子育て支援課 �０４６（２５２）７２０１ 

�０４６（２５５）０５００ 
（電話相談のみ） 

担当　商工観光課 �０４６（２５２）７６０４ 

担当　長寿介護課 �０４６（２５２）７１２７ 

７月の相談日 

市役所３階相談室 
法律相談と行政書士相 
談は、いずれも定員に 
なり次第、締め切りま 
す。なお、多くの方が
利用できるように、法
律相談は年間一人につ
き１回（25分以内）と
させていただきます。
要点を整理してご相談
ください。 

広報ざま「市民リポーター」募集

７月に納めるのは
▽固定資産税・都市計画税（第２期）▽国民健康保険税（第２期）
※最寄りの市指定金融機関、郵便局、市役所または各出張所で納めて
ください。使用料などもお忘れなく。
※毎月第２・第４土曜日午前８時30分から正午まで、市役所１階国保
年金課において市税、国民健康保険税の納付窓口を開設しています。
詳しい内容は収納課�046（252）8021へ（国民健康保険税については国
保年金課�046（252）7003へ）。

市公民館
�046（255）3131 �046（252）2776

東地区文化センター
�046（253）0781 �046（253）0789

青少年センター
〒228-0023立野台１－１－４
�046（253）8411 �046（259）2163

図書館
�046（255）1211 �046（252）5704

 日 月 火 水 木 金 土  日 月 火 水 木 金 土 

市立 

清川自然の村 
バンガロー利用状況 

６月23日現在 

バンガロー使用料金表 

区分 使　用　料（１泊） 
座間市民・清川村民 その他 

４人用 
５  〃 
６  〃 
７  〃 

1,６８０円 
２,１００円 
２,５２０円 
２,９４０円 

２,５２０円 
３,１５０円 
３,７８０円 
４,４１０円 

※上記の金額には、消費税が含まれています。 
○空室あり　△一部空室あり　×満室　■受付終了 

９ 10 11 12 13 14 15 

 16 17 18 19 20 21 22 

 23 24 25 26 27 28 29 

 30 31

７
月 

 　 　 １ ２ ３ ４ ５ 

 ６ ７ ８ ９ 10 11 12 

 13 14 15 16 17 18 19 

 20 21 22 23 24 25 26 

 27 28 29 30 31

８
月 

予約は利用日の一週間前までに申し込み順に受け 
付けておりますので、早めに申し込んで下さい。 

担当　青少年課 �０４６（２５３）８４１５  �０４６（２５９）２１６３ 

  　 ○ ○ ○ × ○ × 

 × ○ ○ ○ ○ × × 

× × × × × △ × 

○ × 

　 　 × ○ ○ ○ × 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ × × 

○ ○ ○ ○ ○ ○ × 

○ ○ ○ ○ ○ 

７月は社明運動強化月間です

市営住宅入居待機者募集

第２回　木造住宅無料耐震相談

クールビズで冷房温度は28℃に

教育委員会７月定例会

5.76Ｍ3

ワンブロック・アート展作品募集

ひまわりらんどスタッフ募集

移動図書館ひまわり号巡回日程

ざまっこ環境パトロール隊員募集

障害者スポーツ教室

市総合体育大会～水泳

小学１・２年生 

小学３・４年生 

小学５・６年生 

中学・高校生 

一般男女 
（30歳未満） 

一般男子 
（30歳以上） 

40歳以上の男子 
30歳以上の女子 

25㍍自由形・平泳ぎ・背泳ぎ・ 
バタフライ、100㍍リレー 

50㍍自由形・平泳ぎ・背泳ぎ・ 
バタフライ、100㍍・200㍍個人
メドレー、200㍍リレー・メド
レーリレー※メドレーリレー
は５・６年生のみ 

50・100㍍自由形・平泳ぎ・背
泳ぎ・バタフライ、200㍍個人
メドレー、200㍍リレー・メド
レーリレー 

50㍍自由形・平泳ぎ・背泳ぎ・ 
バタフライ、200㍍個人メドレ
ー、200㍍リレー・メドレーリ
レー※個人メドレーは一般男
女のみ 

50㍍自由形・平泳ぎ・背泳ぎ・
バタフライ 

参加者区分 競技種目 

ボランティア体験サマースクール

北地区文化センター
�042（747）3361 �042（747）8542

▽申込方法＝７月25日（火）までに
往復はがきに住所、氏名、電話番号
を記入し、〒242-0006大和市南林間
7-7-3福寿谷智あて郵送▽問い合わせ
先＝�046（293）7351（福

ふく

寿
じゅ

谷
や

）
○インターナショナルクッキング
講習会参加者募集
▽とき＝７月28日（金）午前10時～
午後１時▽ところ＝東原コミュニテ
ィセンター▽内容＝バングラデシュ
の家庭料理を教わり、食を通して国
際交流する▽定員＝15人（先着順）
▽参加費＝市国際交流協会会員1000
円、その他1200円▽持ち物＝エプロ
ン▽申込方法＝電話・ファクスで同
会��046（253）4722（佐藤）へ
○初心者謡曲教室
▽とき＝７月１日～９月16日毎月３
回土曜日午後１時～１時40分（全９
回）▽ところ＝市公民館▽練習曲＝
鶴亀、羽衣、杜若

かきつばた

▽対象＝市内在住
者▽定員＝10人▽申込方法＝電話で
栗
りつ

謡
よう

会�046（253）1441（梅津）
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華麗なるピアノの昼会 
○と　き　７月１２日（水）午後０時２０分～０時４０分 

○ところ　市役所１階市民サロン 

○曲　目　ソナタ二短調（スカルラッティ）、 

　　　　　幻想即興曲（ショパン）ほか 

○演奏者　ピアノ　山本達郎さん 

萬
まん

力
りき

谷
や

帆
ほ

高
だか

ちゃん
H18. 3 .28生まれ　男
相模が丘 4 丁目

平
ひら

野
の

友温
ともはる

ちゃん
H17.11.22生まれ　男
緑ケ丘 6 丁目

岡
おか

田
だ

航
こう

弥
や

ちゃん
H17. 5 .26生まれ　男
相模が丘 3 丁目

住宅用火災警報器の設置が、すべての住
宅に義務付けられました。このことから
「消防の方から来ました。義務ですのです
ぐに警報器を設置しなければなりません」
などと言って、警報器を高額な値段で売り
つけたり、取り付けたりする悪質な訪問販
売が行われる可能性があります。
消防署の職員が物品を販売することはあ

りません。「何だろう」「変だな」と不審に
感じたときは、下記の相談受付電話にご連絡ください。
※住宅用火災警報器は、消防設備取扱専門店のほか、一部電気店やホーム
センターなどでも販売しています。

○消防署　�046（256）2211
※365日24時間対応します。

○市消費生活相談　�046（252）8490
受付日時　毎週月曜日～金曜日午前９時30分～正午、午後１時～３時30

分（偶数月の第２水曜日は午後のみ）
担当 予防課 �046（256）2213 �046（256）2215

子どもの火遊びによる火災は、大人がいない時や人目に付きにくい場所
で発生することが多いため発見が遅れ、人命にかかわる大きな火災となる
場合があります。子どもたちに火の恐ろしさを理解させるよう家族などで
話し合うほか、日ごろから次のような点に十分注意しましょう。
・マッチやライターなどは、子どもの手の届くとこ
ろに置かないようにしましょう

・子どもだけを残して外出しないようにしましょう
・子どもだけを残して車から離れないようにしまし
ょう

・子どもが火遊びをしているのを見掛けたら、注意
してやめさせましょう

・子どもだけでは火を使わせないようにしましょう

子どもたちが大好きな「おもちゃ花火」は、身近な夏の風物詩です。し
かし、おもちゃとはいえ、花火の原料は火薬です。危険性を認識し次のよ
うな点に十分注意しながら、注意書や使用法をよく読んで正しく遊びまし
ょう。また、住宅付近や夜遅くには、打ち上げ花火など音の大きい花火は
やめましょう。
・人や家に向けてはいけません
・燃えやすい物がある場所ではやめましょう
・火が衣服に付かないよう注意しましょう
・風が強い時はやめましょう
・バケツに水を用意して、大人と一緒に遊びま
しょう

・遊んだあとは必ず片付け、ごみは持ち帰りま
しょう

※しけてしまった花火などを処分するときは、水で十分ぬらして、小分け
して燃えるごみとして捨ててください。
担当 予防課　�046（256）2213 �046（256）2215

消防操法の技術を競い合うことによ
って一層の技術向上と士気の高揚を図
り、消防団活動を強化することを目的
とする「県消防操法大会」が、下記の
とおり開催されます。
県下各市町村から選抜された消防団

員が出場するこの大会に本市からは、
第４分団（相模が丘地区）が小型ポン
プ操法の部に出場します。大会に向けて操法の基本訓練や規律、体力の練
成などに熱心に取り組んでいる同団員たちに、大会当日や練習時、温かい
ご声援を送っていただきますようお願いします（練習は、消防本部訓練場
で奇数日の午後８時から10時まで実施）。

○と　き　７月26日（水）午前９時30分～
※天候不良の場合は７月27日（木）に開催します。

○ところ　県総合防災センター（厚木市下津古久280番地）
担当 消防総務課 �046（256）2211 �046（256）2215

消防団員は、火災・風水害などの災害から、市民の皆さんの生命や財産
を守ることを目的に活動しています。
市では、各地域で活躍する消防団員を随時募集しています。入団の条件

は、市内に居住している18歳から45歳までの健康な方です。ぜひ奮ってご
応募ください。
担当 消防総務課 �046（256）2211 �046（256）2215

火遊びをさせないために

花火の危険性の認識を

相談受付電話

消防団員として５年以上勤続した方に、長年の消防団活動の功績に対し、
感謝状を贈呈しています。
去る５月10日の贈呈式では、片野光司さん（前消防団長）ほか17人に市

長から感謝状が贈られました。
担当 消防総務課 �046（256）2211 �046（256）2215

第45回神奈川県消防操法大会

市では地球温暖化を防ぐため、二酸化炭素の排出量削減と省エネルギ
ー化に取り組んでいます。その一環として、市施設内の冷房の温度を28
度に設定し、職員の服装をノーネクタイにするなど軽装にしました。皆
さんのご理解をお願いします。
担当 職員課　�046（252）7911 �046（252）7492
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